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本研究では，眠気度に加え，興味やストレス，集中度なども計測できる簡易脳波計を装着した被験者が，

高速道路を模したコースを走行する DS 実験を企画し，運転中の会話内容が眠気や注意力に及ぼす影響を

分析した．会話内容としては，運転への悪影響を考慮し，「前方の山までの距離はどれくらいだと思いま

すか？」のような視野内情報会話，「高速道路での事故原因は何が多いと思いますか？」のように安全運

転意識に働きかける安全意識誘発会話など，運転に対する注意との一致性や要する思考量が異なる幾つか

の会話を対象とした．その結果，上記のようなクイズ形式を採用することで興味などのポジティブ感情が

誘発され，眠気度が抑制される効果があること，また，眠気度や注意力の観点から，適度に思考を伴う会

話が望ましいことなどが明らかとなった． 
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1. はじめに 

 

令和 2 年に高速道路で発生した 4,649 件の事故を第一

当事者の法令違反別でみると，前方不注意が最も多く，

全体の約 4 割を占めている 1)．前方不注意には，景色等

に気をとられたりして前方から目をそらす脇見運転や，

会話や考え事などに気をとられ注意が散漫になる漫然運

転など，様々なものがあるが，中でも眠気に起因する漫

然運転は重大事故につながりやすいことが知られている．

そのような認識のもと，これまでも眠気の抑制を意図し

た様々な方策が提案・実施されてきた． 

運転中の眠気を抑制する手段としては，体動や発声の

ように思考を必要とする能動的手段 2) - 6)と，五感刺激や

温度変化のように思考を必要としない受動的手段 7) - 9)に

大別することができる．なお，体動や発声であっても，

熱いものに触れて反射的に手を放すような体動や，あく

びの際に出るような発声は思考を伴わない行動であるた

め受動的手段に分類される．両者を比較すると，総じて

受動的手段よりも能動的手段の方が眠気抑制効果が高く，

中でも体動の効果が最も大きいとの報告 2) - 4)がなされて

いる．しかしながら，運転中の体動により運転技能が低

いドライバーのハンドル操作が不安定になるとの問題が

指摘 2)されていると共に，眠気がかなり高くなった場合

においてもドライバーが自発的に体動を行うことができ

るとは限らないという実効性の問題も考えられる．一方,

会話に代表される能動的な発声は，体動に次いで高い眠

気抑制効果があると言われており，会話中のハンドル操

作や運転挙動の乱れも許容範囲に抑えられるとの報告 4)

がなされている． 

会話に着目した研究は，これまでも様々な視点からな

されており，会話が眠気を抑制する効果を有する反面，

ヴィジランスの低下やメンタルワークロードの増大を招

き，走行安定性が低下したり反応遅れが生ずるなどの悪

影響を及ぼすことが明らかとなっている 10) - 12)．しかし，

一般的に会話の内容は極めて多岐に渡るため，具体的な

会話内容と運転中の眠気との関連性や，運転操作に及ぼ

す影響については不明な点が多い．そこで本研究では，

運転操作への悪影響を抑えつつ，眠気抑制効果を有する

ような会話を幾つか考案した上で，眠気度に加え，興味

やストレス，集中度なども計測できる簡易脳波計装着下
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でのドライビング・シミュレータ（以下，DS と略記）

走行実験を実施し，会話内容による差異を明らかにする

ことを目的とする． 

 

 

2. 分析対象とする会話内容の考案 
 

(1) 既存研究のレビュー 

 会話が眠気に及ぼす影響を要素分解すると，発声によ

る影響と，聴覚刺激による影響，内容理解や応答に関す

る思考の影響に分けることができる．このうち，会話に

関する研究の多くが，会話独自の要素である思考に着目

したものである．ただし，それらの研究の多くは，計算

課題などにおいて難易度を変えるような実験的アプロー

チに基づくものであり 11) - 12)，具体的な会話内容にまでブ

レイクダウンされてはいない．また，眠気は思考量に応

じて変化するものの，必ずしも思考量に応じて単調減少

するとは限らず，ゆえに質の高い会話を行う必要がある

とされている．また，運転中の眠気ではないが，近年，

心理学の分野において，興味や喜び等のポジティブ感情
13)に関する研究が精力的に行われており，ポジティブ感

情の誘発が注意を広め，全体的な認知や処理能力を高め

るとの指摘 14)がなされている．ポジティブ感情をはじめ

とする感情と会話は極めて関連性が高く，多くの研究蓄

積 15) - 16)があるため，運転中の会話によりポジティブ感情

を誘発することで眠気抑制のみならず認知・反応速度の

向上など，様々な効果が期待できる． 

一方で，運転中の会話は，運転に不可欠な視覚経由で

の情報処理に加え，聴覚経由での情報処理を新たに課す

ことになるため，結果として走行安定性などのパフォー

マンスを低下させたり，ブレーキ操作の反応時間を遅ら

せるなどの悪影響を招く 12)．また，そのような悪影響は，

思い出についての会話のように，記憶の想起を含むよう

な会話において顕著になることが示唆されている 17)．逆

に，運転中の景色に関する会話など，視覚の情報処理と

聴覚による情報処理が近いような会話であれば副作用が

抑えられると共に，改めて遠前方に注意を向けさせるこ

ともできるものと考えられる． 

 

(2) 分析対象とする会話内容と研究の位置づけ 

 既存研究のレビューを踏まえ，本研究では，表-1に示

す 7つの会話を対象に分析を行うこととした． 

a) 視野内情報会話 

視覚経由での情報処理と聴覚経由での情報処理を近く

することで，運転操作への悪影響を抑えるような会話と

して，運転中の視野内に出現する地物に関する会話を行

う．なお，後述する DS 実験においては，コース上に山，

雲，気球，風車，ビルを出現させ，実験者がそれら地物

までの距離を尋ねるようにしているが，実走行時には，

位置座標に基づき，車載器等により同様の問いかけを行

うことを想定している． 

b)  安全意識誘発会話 

高速道路の事故リスクや交通事故に関する質問など，

主に高速道路での交通事故や安全運転に関する会話を行

う．回答に際し，やや思考量を要するものの，クイズ形

式を採用することで興味や関心等のポジティブ感情を誘

発すると共に，得られた知識が運転に即座に反映できる

などの学習効果も期待できる．実走行時には，車載器等

による問いかけを想定しており，走行位置近辺で生じて

いる事故の態様や状況に応じた内容の発信も可能であろ

う． 

c) 日常会話  

運転中の日常会話にあたり，比較対象として設定した．

後述する実験では，被験者を大学生としたため，趣味や

アルバイトなどに関して質問を行う形式を採用した．な

お，実走行時には，同乗者がいなくとも，携帯電話の

AI アシスタント機能などによる自動応答が可能な状況

を想定している． 

d)  思い出会話 

運転中の日常会話にあたるが，特に記憶の想起を含む

会話として，過去の思い出に関する会話を行った．記憶

の想起に伴う悪影響が懸念されるが，ポジティブ感情が

誘発されるなどして，時に大きな眠気抑制効果が生ずる

ことが期待される．後述の実験では，被験者を大学生と

表-1 分析対象とする会話の概要 

 

会話概要 会話の例

運転中の視野内に出現する地物に関する会話を行う
山が見えますよね．
あの山までの距離はどれくらいだと思いますか？

高速道路の事故リスクや交通事故に関する質問など，主
に高速道路での交通事故や安全運転に関する会話を行う

高速道路での事故原因は何が多いと思いますか？
追突事故が一番多く，渋滞している車両に追突する事故が大半なんで
すよ．十分な車間距離を取って，適度な緊張感を持つことが安全運転
に大事な心掛けなんです．

好きなものや趣味，アルバイト，出身地などに関する会
話を行う

最近寒くなってきましたね．冬と夏のどちらが好きですか？
それはなぜですか？

過去の思い出に関する会話を行う
中学生のころ，修学旅行に行きましたよね？どこに行きましたか？
修学旅行の中で一番印象に残った出来事は何ですか？

0-back

1-back

2-back

実験者が連続的に発話する数字をおうむ返しして発声してもらう．

実験者が連続的に発話する数字について，1つ前の数字を連続して発声してもらう．

実験者が連続的に発話する数字について，2つ前の数字を連続して発声してもらう．

会話名称

安全意識誘発会話

視野内情報会話

思い出会話

日常会話

N-back
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したため，学校時代の思い出を尋ねることとした．実走

行時には，日常会話と同様，AI による自動応答を想定

している． 

e) N-back  

厳密には会話ではないが，思考量が操作できる発話と

して，脳科学や心理実験等で用いられるN-back課題 18)を

行い，会話による思考量が眠気や運転操作に及ぼす影響

を把握することとした． N-back課題を用いた研究として

は，視覚課題 19)を課すことが多いが，運転行動を対象と

する本研究では聴覚課題を課すこととした．具体的には，

予め 1桁の整数をランダムに多数生成しておき，実験者

はそれを一定のスピードで順に読み上げる．被験者には，

実験者が読み上げた数字の n個前の数字を，実験者に次

いで声を出して回答することを要請するという課題であ

る．例えば n=0の場合，すなわち 0-back課題では，被験

者は実験者が発話した数字をおうむ返しして発声するこ

とになるため，解答に際して思考はほとんど生じない．

しかし，n が大きくなるにつれ，課題の難易度が増し，

解答に要する思考量は単調増加する．後述する実験では，

実験者は 1 秒ごとに数字を読み上げることとし，0-back，

1-back，2-back課題を実施した． 

  

本研究では，要する思考や生ずる感情が異なる上記 5

種類 7つの会話を対象に実験を行い，会話内容による眠

気抑制効果や運転操作への影響の差異を把握することを

目的とする．その際，眠気度に加え，興味やストレス，

集中度なども計測できる簡易脳波計を活用し，会話によ

って生ずる感情も併せて把握することを目的とする． 

 

 

3. 実験概要 

 

(1) 実験のフレームワーク 

 本来であれば 7 つの会話を対象に DS 実験を行い，眠

気抑制効果や運転操作への影響を把握することが望まし

い．しかしながら，1 つの会話あたり数十分の DS 実験

を実施した場合でも，被験者負担はかなり大きくなり，

それが実験結果に大きく影響を及ぼす可能性も否定でき

ない．そこで，まず全 7 つの会話を対象に DS を用いな

い少人数の予備実験を実施し，その結果を踏まえて 4つ

に会話を絞った上で，高速道路を模したコースを走行す

るDS実験を実施することとした． 

 

(2) 簡易脳波計の概要 

 予備実験，DS 実験共に，簡易脳波計装着下で実施し

た．今回用いた簡易脳波計は㈱電通サイエンスジャム社

のもので，別名「感性アナライザー」とも呼ばれる 20),．

計測した脳波をもとに，眠気度に加え，好意度，興味度，

集中度，ストレス度が1秒単位で1～100までの数値で出

力される．脳波は 1つの端子のみで計測されるため，装

着による不快感が低減でき，眠気度等も比較的精度よく

再現できることが報告されている 21), 22)． 

 

(3) 予備実験の概要 

2022年 1月に自動車運転免許を保有する男子学生 5名

（21.6±0.49 歳）を被験者として，図-1 の全 7 つの会話

を対象に予備実験を実施した．口頭で実験参加に承諾し

た被験者に簡易脳波計を装着し，実験者と横並びになる

ように着座させた．次に，実験概要の説明やN-back課題

の練習を行った上で，各会話を 4分程度ずつ試行した．

なお，視野内情報会話においては，次節で述べる DS 実

験のコースを走行する動画をあらかじめ録画し，その映

像を PC 画面で見せながら出現する地物に対する会話を

行った．その他の会話は，PC 画面を OFF にした状態で，

できる限り実験者の顔を見ないように依頼した上で行っ

た．また，N-back課題は，あらかじめ 1秒間隔で録音し

ておいた音声を再生する形式で実施した．会話は，順序

効果の影響を排除するために，順番を実験参加者ごとに

ランダムに割り当てて実施した．また，会話中に抱いた

感情を把握するために，簡易脳波計で自動計測される眠

気度，好意度，興味度，集中度，ストレス度について，

各会話終了後に別途アンケート調査を実施し，7 段階の

主観的評価を依頼した． 

 

(4) DS実験の概要 

2022年1月に自動車運転免許を保有する学生20名（男

性18名，女性2名，21.5±0.97歳）を被験者として，簡易

 

図-1 実験に用いた簡易脳波計 

 

図-2 DS実験の様子 
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脳波計装着下で高速道路を模したコースを走行する DS

実験を実施した． 

予備実験同様に実験概要を説明し，実験参加に承諾し

た被験者を対象に，まずN-back課題の練習を行った上で．

図-2のように実験参加者を着座させ，次いでハンドルコ

ントローラー(G29，Logicool 社製)のアクセル/ブレーキペ

ダル，及びハンドルの位置を調整するように要請した．

また，実験開始前には DS 実験環境での走行に慣れても

らうために練習走行を行った． 

 DS は都市間高速道路の本線を模した片側 2 車線の直

線道路のコースとし，反対車線は視認できないものとし

た．周辺車両は，進行方向遠前方に 1車両のみ配置し，

追い越し車両は設定しないこととした．また，今回は視

野内情報に対する会話を対象とするため，山，雲，気球，

風車，ビルを設置し，1 セットの会話中に通過するよう

に設定した．そのほかの時間帯では単調な遮音壁に囲ま

れた山間部を想定した． 

DS 実験は，会話による覚醒水準の効果を検証した小

林らの研究 6)を参考に，主課題と 2 つの副課題からなる

三重課題実験として実施した．まず主課題としては，実

験参加者に第 1走行車線を走行するように要請した．そ

の際，遠前方を走行する先行車両との車間距離を適切に

保ちながら，追従走行するように指示した．先行車両は，

低速度[60km/h 程度]もしくは高速度[100km/h 程度]にて一

定速度で走行するように設定し，180 秒毎にランダムに

走行速度の変化判定を行った．なお，走行速度を移行す

る必要が生じた場合は，加速度[5km/s2 程度]にて加減速

し，8 秒で完了するようにした．副課題の 1 つとしては，

図-3に示すように，道路中央線上にパイロンを出現させ，

実験参加者にはパイロンを発見したら可能な限り素早く

ステアリングの〇ボタン（図-4）を押すように要請し，

その反応時間を自動計測した．1セットを 20分に設定し，

Mackworthの研究 23)を参考に，開始から 30秒，30秒，60

秒，80 秒，80 秒，40 秒，200 秒，40 秒，40 秒，80 秒，

120 秒，400 秒の間隔にて計 12 個のパイロンを出現する

ように設定した． 

2 つ目の副課題は会話であり，予備実験の結果を踏ま

えて 4つの会話を対象とした．20分間の間に約 2分間と

約 4 分間の会話時間を設定し，各会話に対して 20 分間

の課題 1セットを割り当てた．本研究では 2セットを対

にし，各セット前に 5分間の練習走行を行うこととし，

それを 1サイクルとした．すなわち，1サイクルで 45分

間 の走行を行うこととし，途中で約 10 分間の休憩をは

さみ，合計 2サイクルの実験を実施した．会話開始時間

は各セットによって若干変更し，それによりパイロンの

発生タイミングが予測できないようにした．また，各セ

ットにおける会話の順序は，馴化の影響を排除するため

に，実験参加者ごとにランダムに割り当てて実施した． 

 
図-3 パイロン出現時の様子 

 

図-4 実験に用いたステアリング 

 

 
4. 実験結果 

 

(1) 予備実験の結果 

会話内容による眠気度や感情の差異を把握するために，

簡易脳波計の計測値とアンケートによって取得した感情

の主観的回答値の平均値を会話内容ごとに集計した．結

果を表-2に示す． 

簡易脳波計によって計測した眠気度はN-back課題の全

条件で高くなっており，中でも 0-backにおいて最も眠気

度が高くなっている．0-back は主観的評価値でも最も高

い値となっており，これは要する思考が少なく発声を行

うだけの単調な課題であることから高い眠気を示したも

のと考えられる．一方，回答に最も思考を要する 2-back

では，1-back よりも高い眠気を示している．これは 2-

backという課題の難易度があまりにも高すぎたため，被

験者が思考を放棄したためであると推察される．他の会

話，すなわち視野内情報会話，安全意識誘発会話，思い

出会話，日常会話の間には，簡易脳波計によって計測し

た眠気度と主観的評価値共に，大きな差は見受けられな

い． 

 次に，好意度に着目すると，脳波計の計測値にはほと

んど差異がないが，主観的評価値については日常会話が

最も高く，逆にN-backの全条件においてかなり低い値を

示している．ストレス度については，好意度と逆の関係

を示しており，N-back では相対的に高い水準を示してい
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る．一方で，特に視野内情報会話における脳波計の計測

値が最も低くなっており，運転課題と会話に要する思考

のベクトルが近いため，ストレスが抑制されたものと推

察される． 

 

(2) DS実験の結果 

前節で述べたように，2-back 課題はかなり難易度が高

く，正しく解答しようという意欲が低いような被験者も

見受けられた．また，日常会話と思い出会話については，

会話内容が比較的制御しにくく，結果として明瞭な感情

の差異が見受けられなかった．そこで，DS 実験では，

視野内情報会話と安全意識誘発会話，0-back，1-backの 4

つを対象に実施することとした． 

a)  眠気度に対する会話内容の効果 

まず，会話内容が眠気におよぼす影響を明らかにする

ため，会話内容ごとに 1回目の会話開始時刻と終了時刻，

2 回目の会話開始時刻と終了時刻の 4 つを境界として設

定し，式(1)に示す折れ線回帰モデルを個人ごと，会話

ごとに推定した．そして，推定された𝛽௜を眠気抑制効果

と位置づけ，会話内容による差異を分析した． 

     y ൌ 𝛼଴ ൅ 𝛽଴𝑡 ൅ ∑ 𝑑௜
ସ
௜ୀଵ ሼ𝛽௜ሺ𝑡 െ 𝑘௜ሻሽ (1) 

𝑑௜ ൌ ሼ0: 𝑡 ൏ 𝑘௜ , 1: 𝑡 ൐ 𝑘௜ሽ 

y：眠気度 

𝑡：経過時間൫秒൯ 

𝑘௜ ൌ変曲点൫秒൯ 

𝛼଴𝛽଴𝛽௜ ൌ未知パラメータ 

 推定されたパラメータを用いて，会話ごとにその平均

値を算出した結果を図-5に示す．図より，安全意識誘発

会話，視野内情報会話は眠気を抑制する効果があるのに

対し，0-back と 1-back では眠気がむしろ増大しているこ

とがわかる．0-back や 1-back では，ポジティブ感情が誘

発されないという予備実験の結果を踏まえると，この結

果は好意等のポジティブ感情による差であると捉えるこ

とができる． 

ここで，0-back と 1-back では回答に要する思考の量に

差があるのに対し，どちらも眠気が大きく増大している

ことから，思考の量と眠気の関係を考察する．予備実験

の結果などから会話に要する思考の量を横軸にとり，図

-5の結果を並び替えると，思考の量と眠気度には図-6の

ような曲線関係があり，思考の量が少なすぎても多すぎ

ても眠気度が増大する傾向にあるものと推測される． 

b) 反応時間に対する会話内容の効果 

 取得したパイロンに対する反応時間を，眠気による影

響や会話への注意による影響を加味した漫然状態の総合

的指標であると捉え，会話ごとにその平均値を算出し，

それを図示した結果を図-7に示す． 

 反応時間が最も長いのは 1-backであり，その他の会話

よりも統計的に有意に反応時間が長いことが確認された．

表-2 会話内容ごとの感情評価値の比較 

感情 評価方法 視野内安全思い出日常0back 1back 2back 

眠気 
脳波 34.4 28.7 31.1 30.2 55.4 42.4 50.3 

主観評価 2.6 3.0 3.2 2.8 4.0 2.2 2.8 

好意 
脳波 45.1 43.5 43.4 44.3 46.1 44.6 43.3 

主観評価 6.6 6.0 6.8 7.2 3.4 3.4 3.4 

興味 
脳波 49.2 45.2 41.9 43.1 52.8 50.2 52.0 

主観評価 6.2 7.2 7.2 7.2 2.8 5.0 4.4 

集中 
脳波 46.5 53.1 52.9 52.3 44.5 51.7 58.4 

主観評価 6.8 7.4 7.4 6.6 5.4 7.8 7.6 

ストレス 
脳波 27.7 38.3 35.1 35.5 42.4 41.2 37.4 

主観評価 2.8 2.8 2.6 2.0 4.8 6.2 7.4 

 

 
図-5 会話による眠気抑制効果 

 

図-6 会話に要する思考の量と眠気抑制効果 

 

図-7 会話ごとの反応時間の差異 
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一方で，視野内情報会話と安全意識誘発会話，0-back の

間には有意差はなく，反応時間は同程度であると言える．

前節で示したように，0-back は運転中の眠気を増大する

作用がある一方，視野内情報会話と安全意識誘発会話に

ついては眠気抑制効果があることを踏まえると，視野内

情報会話と安全意識誘発会話については，思考に伴い少

なからず反応時間遅れが生ずるという悪影響を招く可能

性があると考えられる．しかしながら，反応時間は 0-

backと同程度であるため，その悪影響は許容範囲にある

ものと思われる． 

 

 

5. おわりに 

 

 本研究では眠気に起因する漫然運転を防止する方策と

して会話が有効であると考え，運転への悪影響を抑えつ

つ眠気抑制効果が期待できるものとして，視野内情報会

話と安全意識誘発会話に着目し，その効果を実験により

検証した．その結果，両者ともに思考に伴う悪影響が生

ずるものの，それは許容できる水準であり，運転中の眠

気を有意に抑制する効果があることが明らかとなった． 

 ただし，本研究はまだ研究の初期段階にあり，数多く

の課題を有している．例えば，DS 実験の設定は，メン

タルワークロードがかなり少ない状況を想定しているた

め，実走行時にも同様の結果が得られる保証はない．加

えて，実験における会話はたかだか数分であり，また，

会話中の効果のみに着目した分析に終始している．さら

には，会話と感情の関係性についても，平均値に基づく

分析に留まっており，感情の強弱や持続時間による影響

が考慮されていない．今後は，多様なドライバーを被験

者として，実道路での走行を含む多様な実験を積み重ね，

会話の要素と感情との関係や，それが眠気や運転操作に

及ぼす影響を精緻に分析する必要がある． 
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